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４月・５月～

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
、
よ
り
詳
し
い
記
事
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

初
心
者
向
け
教
室 

18
日
募
集
開
始

山
口
ふ
る
さ
と
伝
承
総
合
セ
ン
タ
ー

　
山
口
ふ
る
さ
と
伝
承
総
合

セ
ン
タ
ー
（
山
口
市
下
竪
小

路
、
☎
０
８
３

－

９
２
８

－

３
３
３
３
）
は
、
４
月
ま
た

は
５
月
に
開
講
す
る
初
心
者

向
け
11
教
室
の
受
講
生
を
18

日（
木
）
午
前
９
時
か
ら
募
集

す
る
。
申
し
込
み
は
先
着
順

（
電
話
）
で
、
内
容
は
次
の

通
り
。

　

陶
芸
教
室
=
湯
呑
み
、
茶

碗
等
を
作
る
。
４
月
〜
９
月

の
第
１
火
・
水
曜
午
前
９
時

半
〜
正
午
ま
た
は
第
１
木
・

金
曜
午
後
１
時
〜
４
時
（
12

回
）。
随
時
入
講
可
能
で
、

土
・
焼
成
代
は
実
費
。
▽
大

内
塗
教
室
=
一
対
の
夫
婦
人

形
を
制
作
。
４
月
〜
来
年
３

月
の
第
１
・
３
土
曜
午
後
１

時
半
〜
３
時
半
ま
た
は
同
７

時
〜
９
時
（
24
回
）。
教
材

費
２
万
円
。
▽
和
裁
教
室
=

和
裁
の
基
本
技
法
を
学
び
、

女
性
用
浴
衣
を
作
る
。
４
月

〜
６
月
の
毎
週
月
曜
午
後
１

時
〜
４
時
（
10
回
）。
受
講

無
料
だ
が
浴
衣
地
は
持
参
す

る
。
▽
手
織
教
室
=
テ
ー
ブ

ル
セ
ン
タ
ー
、
ス
ト
ー
ル
等

を
作
る
。
４
月
〜
９
月
の
第

１
・
３
金
曜
午
後
１
時
〜
３

時
（
10
回
）。
教
材
費
８
千

円
。
▽
型
染
教
室
=
タ
ペ
ス

ト
リ
ー
等
を
制
作
。
４
月
〜

９
月
の
第
２
・
４
月
曜
午
前

10
時
〜
正
午
（
10
回
、
８
月

は
休
み
）。
教
材
費
７
千

円
。
▽
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
テ
ィ

ン
グ
＆
メ
タ
ル
エ
ン
ボ
ッ
シ

ン
グ
ア
ー
ト
教
室
=
ト
レ
ー

や
ミ
ニ
額
等
を
作
る
。
４
月

〜
９
月
の
第
２
・
４
火
曜
午

前
10
時
〜
正
午
（
10
回
、
８

月
は
休
み
）。
教
材
費
は
各

８
千
円
で
、
筆
と
絵
の
具
は

手
持
ち
の
あ
る
人
は
持
参
。

▽
革
ろ
う
け
つ
染
レ
ザ
ー
ク

ラ
フ
ト
教
室
=
キ
ー
ケ
ー
ス

等
小
物
を
制
作
。
４
月
〜
９

月
の
第
２
・
４
木
曜
午
前
９

時
半
〜
正
午
（
10
回
、
８
月

は
休
み
）。
教
材
費
は
８
千

円
で
用
具
等
は
貸
し
出
し
。

▽
鷺
流
狂
言
教
室
=
山
口
の

伝
統
芸
能
「
鷺
流
狂
言
」
を

学
ぶ
。
５
月
〜
７
月
の
毎
週

土
曜
午
後
５
時
〜
７
時
（
８

回
）。
受
講
無
料
。
▽
竹
細

工
教
室
=
六
ツ
目
盛
籠
を
作

る
。
４
月
〜
７
月
の
第
２
・

４
水
曜
午
後
１
時
半
〜
３
時

半
（
８
回
）。
教
材
費
８
千

円
。
▽
着
付
教
室
=
手
持
ち

の
着
物
の
着
付
け
を
学
ぶ
。

４
月
〜
９
月
の
第
１
・
３
土

曜
午
後
７
時
〜
９
時
（
12

回
）。
教
材
費
は
１
万
２
千

円
。
着
物
は
各
自
持
参
の
こ

と
。
▽
こ
ど
も
の
茶
の
湯
教

室
=
茶
の
湯
を
通
し
て
礼
儀

作
法
を
学
ぶ
。
対
象
は
小
学

３
年
生
以
上
。
４
月
〜
９
月

の
第
２
・
４
日
曜
午
後
１
時

半
〜
４
時
（
12
回
）。
受
講

料
は
月
１
５
０
０
円
。

　
詳
細
は
同
セ
ン
タ
ー
の
ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト
（http://

y-densho.sblo.jp/

）

を

参

照
の
こ
と
。

︻
催
場
︼
~
15
日︵
月
︶:
大

呉
服
市
、
人
間
国
宝
陶
芸
展

〈
同
時
開
催
〉
赤
絵
細
描
　

米
久
和
彦
作
陶
展
︻
美
術
ギ

ャ
ラ
リ
ー
︼
~
16
日︵
火
︶:

作
陶
20
年
記
念 

萩
焼
玉
村

信
一
作
陶
展
、
ち
り
め
ん
細

工
と
創
作
人
形
展

︻
独
身
の
お
子
様
を
結
婚
へ

導
く
た
め
の
親
御
様
向
け
個

別
相
談
会
開
催
︼
親
御
様
が

で
き
る
こ
と
と
は
？
　
心
配

や
悩
み
を
抱
え
て
い
る
だ
け

で
は
解
決
し
ま
せ
ん
。
ま
ず

は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

問
:
結
婚
相
談
所
ム
ス
ベ
ル

㈱
山
口
店

☎
０
８
３
９
７
６
６
１
１
６

山
口
井
筒
屋

［
５
階
］
今
週
の
催
し
案
内

次回は2月17日掲載

出 

会 

い



2021年（令和 3年）２月１０日㈬　２ サンデー山口

 １行記事　１月の山口市内の人身交通事故は、発生２４件、死者数０人、負傷者数２５人。それぞれ前年より、８件、１人、９人の減。県全体での死者数は３人だった。

宅  

配
お  

店

1863

笑
顔
で
つ
な
が
る
夕
食
貢
献
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

約
８
万
６
千
円
を
赤
い
羽
根
共
同

募
金
へ
寄
付
し
ま
し
た

　
コ
ー
プ
や
ま
ぐ
ち
で
は
地
域
の
福
祉
へ
の
お
役
立
ち
を
め
ざ
し
、「
夕
食

宅
配
こ
こ
く
る
」
と
赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
コ
ラ
ボ
企
画
「
笑
顔
で
つ
な

が
る
夕
食
貢
献
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
コ
ー
プ
の
夕
食
宅
配
こ
こ
く
る
の
「
お
弁

当
」「
お
総
菜
」
１
週
間
を
初
め
て
ご
利
用
い
た

だ
く
と
、
１
契
約
に
つ
き
20
円
を
、
赤
い
羽
根

を
通
じ
て
市
町
の
福
祉
を
よ
り
良
く
す
る
活
動

に
寄
付
す
る
取
り
組
み
で
す
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
２
０
１
６
年
１
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

今
回
が
５
回
目
の
贈
呈
に
な
り
ま
す
。
１
月
25
日
、
２
０
２

０
年
１
月
〜
12
月
ま
で
で
集
ま
っ
た
８
万
６
３
２
０
円
を
、

赤
い
羽
根
共
同
募
金
へ
寄
付
し
ま
し
た
。（
累
計
寄
付
額
：
41

万
９
７
６
０
円
）

　
贈
呈
式
で
は
、
会
長
の
大
窪
様
よ
り
、「
コ
ロ
ナ
禍
の
こ
ん

な
時
だ
か
ら
こ
そ
、
生
計
に
困
っ
て
い
る
ご
家
庭
へ
の
支
援

等
に
も
あ
て
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
ご
挨

拶
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
も
、
住
み
慣
れ
た
と
こ
ろ
で
安

心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
他
団

体
と
連
携
し
て
、
事
業
・
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

専
用
の
注
文
番
号
で
、
３
月
５
回
注
文
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。（
詳

し
く
は
宅
配
担
当
者
ま
で
）

３
月
31
日（
水
）
ま
で
、
こ
こ
と
全
店
レ
ジ
周
辺
に
募
金
箱
を
設
置
し
て

い
ま
す
。

　
コ
ー
プ
や
ま
ぐ
ち
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対
策
を
支
援
す
る
た

め
に
、
応
援
募
金
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
集
ま
っ
た
募
金
は
、『
山
口
県
　
や
ま
ぐ
ち
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
応
援
寄
附
金
』『
社

会
福
祉
法
人
　
山
口
県
共
同
募
金
会
』『
特
定
非
営
利
活
動
法
人
　
フ
ー
ド
バ
ン
ク
』

を
通
じ
て
、
感
染
拡
大
防
止
や
医
療
提
供
体
制
の
強
化
を
は
じ
め
、
経
営
の
維
持
・

回
復
に
取
り
組
む
事
業
者
・
子
ど
も
の
い
る
生
活
困
窮
家
庭
へ
の
支
援
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆「
笑
顔
で
つ
な
が
る
夕
食
貢
献 

　  
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
は

募
金
受
付
期
間

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
応
援
募
金
に
ご
協
力
お
願
し
ま
す

お
問
い
合
わ
せ
・
コ
ー
プ
や
ま
ぐ
ち
夕
食
宅
配

０
１
２
０
〜
２
７
２
〜
４
２
８
（
土
日
休
み
）

※
水
曜
日
ま
で
の
受
付
で
、
翌
週
月
曜
日
か
ら
お
届
け
開
始

1月25日に寄付金贈呈式を行いました

夕食宅配　おかず「舞」

ぶ
ど
う
の
木
代
表

　
　
　
　
　
　
　
中
村
　
佳
恵

童話屋
作：まど・みちお
装丁・画：島田　光雄

　
こ
の
詩
集
は
、
童
話
屋
の
田

中
和
雄
さ
ん
が
、
詩
人
ま
ど
・

み
ち
お
の
作
品
の
中
か
ら
五
十

二
編
を
選
ん
で
編
ん
だ
も
の
で

す
。

　
冬
眠
か
ら
目
覚
め
た
ば
か
り

で
ま
だ
頭
の
ぼ
ん
や
り
し
て
い

る
く
ま
が
、
川
に
う
つ
っ
た
自

分
の
顔
を
見
て
「
そ
う
だ
　
ぼ

く
は
　
く
ま
だ
っ
た
／
よ
か
っ

た
な
」
と
つ
ぶ
や
く
「
く
ま
さ

ん
」
や
、
枝
を
離
れ
地
面
に
た

ど
り
着
く
ま
で
の
ひ
と
ひ
ら
の

花
び
ら
の
姿
に
か
け
が
え
の
な

い
出
来
事
の
終
わ
り
と
は
じ
ま

り
を
感
じ
る
「
さ
く
ら
の
　
は

な
び
ら
」
な
ど
を
読
む
と
、
ど

ん
な
も
の
も
自
分
な
ら
で
は
の

形
と
役
割
を
持
っ
て
い
る
の

だ
、
と
い
う
こ
と
に
気
付
か
さ

ょ
が
　
と
ま
っ
て
／
い
た
か
ら

よ
」
と
、
春
の
さ
さ
や
か
な
光

景
を
う
た
っ
た
「
た
ん
た
ん
　

た
ん
ぽ
ぽ
」
か
ら
は
、
誰
も

が
、
他
者
に
か
か
わ
っ
て
も
ら

う
こ
と
で
、
よ
り
く
っ
き
り
と

こ
の
世
界
に
像
を
結
ぶ
こ
と
が

で
き
る
の
だ
、
と
い
う
幸
せ
を

感
じ
ま
す
。「
編
者
あ
と
が

き
」
で
田
中
さ
ん
は
、
ま
ど
さ

ん
の
次
の
言
葉
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。「
み
ん
な
が
み
ん
な
、

夫
々
に
尊
い
の
だ
。
み
ん
な
が

み
ん
な
、
心
ゆ
く
ま
ゝ
に
存
在

し
て
い
ゝ
筈
な
の
だ
。」

れ
ま
す
。

　
ま
た
「
た
ん
た
ん
　
た
ん
ぽ

ぽ
／
み
い
つ
け
た
／
ち
ょ
う
ち

くまさん
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サンデー山口３　2021年（令和 3年）２月１０日㈬

 １行記事　山口市建国記念の日奉祝大会が、あす１１日午前１１時から山口市民会館である。例年行われるパレードは、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止に。

花
粉
症

ア
レ
ル
ギ
ー
性
結
膜
炎

ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎

ぜ
ん
そ
く

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー

アレルギーの日・アレルギー週間とは ２
月
20
日
は
ア
レ
ル
ギ
ー
の
日

主
な
ア
レ
ル
ギ
ー
の
症
状
や
留
意
点
を
紹
介

　
現
在
日
本
で
は
２
人
に
１
人
が
何
ら
か
の
物
質
に
対
し
て
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
と

さ
れ
て
お
り
、
年
々
患
者
数
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。
厚
生
労
働
省
と
日
本
ア
レ
ル
ギ

ー
学
会
は
、
正
し
い
知
識
の
周
知
を
目
的
に
「
ア
レ
ル
ギ
ー
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」

（https://allergyportal.jp/
）
を
２
０
１
８
年
10
月
に
公
開
し
た
。
２
月
20
日
は

「
ア
レ
ル
ギ
ー
の
日
」。
花
粉
の
飛
散
も
本
格
化
す
る
シ
ー
ズ
ン
を
控
え
、
代
表
的
な

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
と
そ
の
留
意
点
な
ど
を
紹
介
す
る
。
何
ら
か
の
症
状
が
出
た
ら
、

自
己
診
断
せ
ず
下
記
掲
載
の
医
療
機
関
や
薬
局
な
ど
に
相
談
し
よ
う
。

　
鼻
水
・
く
し
ゃ
み
・
鼻
づ

ま
り
が
３
主
徴
。
花
粉
飛
散

量
に
比
例
し
て
症
状
が
悪
化

す
る
傾
向
が
あ
る
。
日
本
気

象
協
会
の
２
０
２
１
年
春
の

花
粉
飛
散
傾
向
予
測
に
よ
る

と
、
中
国
地
方
は
例
年
比
で

は
花
粉
の
飛
ぶ
量
は
少
な
い

が
、
前
シ
ー
ズ
ン
比
（
２
０

２
０
年
春
と
の
比
較
）
で
は

多
く
な
る
と
い
う
。
昨
年
症

状
が
軽
か
っ
た
人
も
注
意
が

必
要
だ
。

　
結
膜
が
外
気
に
直
接
触
れ

て
お
り
様
々
な
異
物
が
入
り

　
皮
膚
に
か
ゆ
み
の
あ
る
湿

し
ん
や
炎
症
、
肌
の
乾
燥
な

ど
が
慢
性
的
に
あ
ら
わ
れ
る

状
態
。
顔
や
首
、
ひ
じ
や
ひ

ざ
裏
な
ど
に
発
生
し
や
す

い
。
一
度
治
ま
っ
て
も
再
発

す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
ハ
ウ

ス
ダ
ス
ト
や
ダ
ニ
、
花
粉
と

い
っ
た
環
境
的
要
因
と
、
遺

伝
に
よ
る
体
質
的
な
要
因
と

が
あ
る
。

　
ア
レ
ル
ギ
ー
の
炎
症
な
ど

の
原
因
で
気
道
が
狭
く
な
り

呼
吸
が
困
難
に
な
る
。
ダ
ニ

や
カ
ビ
な
ど
環
境
の
ア
レ
ル

ゲ
ン
に
反
応
す
る
ア
ト
ピ
ー

型
ぜ
ん
そ
く
と
、
ア
レ
ル
ゲ

ン
に
反
応
し
な
い
非
ア
ト
ピ

ー
型
ぜ
ん
そ
く
が
あ
る
。
治

療
と
と
も
に
、
環
境
整
備
な

ど
で
危
険
因
子
を
回
避
す
る

こ
と
が
大
切
だ
。

　
主
に
食
べ
物
に
含
ま
れ
る

た
ん
ぱ
く
質
が
原
因
で
起
き

る
ア
レ
ル
ギ
ー
。
症
状
の
出

か
た
や
重
症
度
に
は
個
人
差

が
あ
り
、
原
因
と
な
る
食
物

ア
レ
ル
ゲ
ン
の
種
類
・
量
・

品
目
数
・
耐
性
獲
得
の
時
期

な
ど
も
人
に
よ
り
異
な
る
。

な
お
、
食
中
毒
や
食
物
不
耐

症
な
ど
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
と

間
違
え
や
す
い
症
状
も
あ
る

た
め
、
専
門
の
医
師
に
よ
る

正
確
な
診
断
が
必
要
と
な

る
。

　
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
は
、

ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
に
よ
り
複

数
の
臓
器
に
症
状
が
強
く
あ

ら
わ
れ
る
状
態
。
特
に
、
血

圧
低
下
や
意
識
障
害
を
伴
う

場
合
を
「
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ

ー
シ
ョ
ッ
ク
」
と
呼
び
、
一

刻
も
早
く
医
療
機
関
で
適
切

に
対
応
を
進
め
な
い
と
生
命

に
か
か
わ
る
こ
と
も
。
小
児

の
多
く
は
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

が
原
因
だ
が
、
ハ
チ
や
ア
リ

な
ど
昆
虫
の
毒
と
薬
剤
も
誘

因
と
な
る
。

や
す
い
た
め
、
目
は
ア
レ
ル

ギ
ー
反
応
が
生
じ
や
す
い
場

所
と
さ
れ
る
。
代
表
的
な
原

因
物
質
と
し
て
は
、
花
粉
、

ハ
ウ
ス
ダ
ス
ト
な
ど
。
か
ゆ

み
や
充
血
、
目
や
に
な
ど
の

症
状
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
。

治
療
法
や
予
防
法
は
原
因
物

質
に
よ
っ
て
異
な
る
た
め
、

ま
ず
は
原
因
を
特
定
し
て
適

し
た
治
療
が
必
要
。
視
力
に

影
響
す
る
場
合
も
あ
る
の

で
、
症
状
が
あ
ら
わ
れ
た
ら

早
期
受
診
を
。

　免疫学者石坂公成・照子夫妻がアレルギーを起こす原因物質
「ＩｇＥ（免疫グロブリンＥ）」を発見し、その成果を米国アレ
ルギー学会で発表した１９６６年２月20日にちなみ、日本アレ
ルギー協会が１９９５年にこの日を「アレルギーの日」と制定し
た。また、毎年２月17日から23日の１週間を「アレルギー週
間」として、全国各地で啓発普及活動が実施されている。



2021年（令和 3年）２月１０日㈬　４サンデー山口
サ
ン
デ
ー
山
口（
山
口
版
）の
紙
面
は
、山
口
市
・
美
祢
市
・
宇
部
市（
一
部
）で
の
新
聞
折
り
込
み
と
各
所
へ
の
設
置
で
、み
な
さ
ま
に
お
届
け
し
て
い
ま
す
。ま
た
、紙
面
に
載
り
切
ら
な
い
情
報
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。




